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分
野

評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会によ
る改善に向けた支援
策

基礎・基本の学
力の定着

各教科での言語活動の
さらなる充実
年三回の授業研究

子どもに基礎的・基本
的な学力が身につくこ
と

「勉強がよくわかる」児童
が９０％，「基礎・基本の学
力の定着」が８８％（＋２）

楽しく学校を生活
を送る

学習規律の確立 子どもが毎日楽しく学
校生活を送ること

「楽しく送れている」は
児童は９３％，保護者
は９５％

⇒ ⇒
読書に親しむ １００冊読書の定着

朝読書の確実な実施
子どもが読書に親しみ
楽しんで本を読むこと

「よく本を読む」は児童
は７９％（－１），保護者
は７１％（＋１）

家庭での学習習
慣

学校・学級だよりによる
啓発活動

どもが宿題をはじめと
する家庭での学習習慣
がつくこと

「学習できている」は児
童が９０％は，保護者
は８２％（＋２）

気持ちのいい挨
拶

社会性の育成「５つの行
動目標」

子どもが気持ちの良い
挨拶ができること

「できている」は児童は
９１％，保護者は８０％
（＋６）

きまりや約束を守
る

社会性の育成「５つの行
動目標」

子どもが校内外を問わ
ず，きまりや約束を守っ
て生活すること

「できている」は児童は
９５％，保護者は８９％
（＋１） ⇒ ⇒

思いやりのある優
しい心

縦割り活動の充実 子どもに思いやりのあ
る優しい心が育ってい
ること

「やさしくできている」は
児童は９４％，保護者
は９２％（－１）

物を大切に，整理・
整頓，掃除を頑張る

社会性の育成「５つの行
動目標」

子どもがそうじや整理
整頓を心がけること

「できている」は児童は
９４％，保護者は４３％

基本的生活習慣
の確立

早寝・早起き・朝ごはん
の呼びかけ
長期休業明けの生活点
検

子どもが「早寝・早起き・朝ご飯」を
はじめとする基本的生活習慣の確
立ができること

「できている」は保護者
が７４％（－３）

体力のある子ども 体育科の授業の充実
マラソン大会へむけての
の取組

子どもが健康で体力の
ある子どもに育つこと

「元気だ」は児童・保護
者ともに９４％％

安全に留意した
行動

社会性の育成「５つの行
動目標」

子どもが安全に留意し
た行動をとろうとするこ
と

「できている」は児童は
９３％，保護者９０0％

⇒ ⇒
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健
や
か
な
体

・「基本的生活習慣」につい
ての保護者の実現度が少し
下がっている。
・「体力ある子ども」について
は，前期同様，児童と保護
者のひらきがない。体育の
年間カリキュラムに沿って取
り組むことができ，体力のあ
る子どもが育ちつつある。

・低学年でも早寝ができていない
という実態は，保護者の生活時間
帯が遅くなっていることや習い事
等との関連もあると考えられるの
で，自分でできることは自分です
るように声かけをしていく。
・年間のカリキュラムに沿って体
育の授業を進め，体力のある子
どもを育てる取組を続けていく。

・大文字駅伝４位という
結果は，集団で努力した
結果であることがとても
素晴らしい。結果を出し
て終わりではなく，これ
からの力となっているは
ずなので良かった。

・部活の目的に沿った形で
活動して結果をのこすところ
が重要なので今後も引き続
きがんばってほしい。 ・安全
面においても環境美化は重
要なので地域で協力できる
ところはしていきたい。 ・
今，注目されている食育に
ついて，子ども達のために
これから女性会でとりくんで
いきたい。
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豊
か
な
心

・「気持ちの良い挨拶」につ
いては，児童と保護者のひ
らきが小さくなっている。児
童の挨拶の仕方が認められ
てきたと考えられるので更に
認めめられるよう自己満足
ではないしっかりとした挨拶
ができるようにすることが大
切。 ・「整理整頓・掃除」に
ついては，前期同様，ひらき
が大きい。児童が学校で頑
張ったことが家庭生活でも
活かせるようにすることが課
題。

・５つの行動目標がいつでも意識
できるように，常に見えるように掲
示する。同時に，５つの行動目標
を実行する「心」を理解し児童にも
伝えていく。
・挨拶については，今後も児童と
一緒の「あいさつ運動」や，担任
の声かけを継続して取り組んでい
く。
・学校・家庭・地域との連携を深
めながら，今後も取組を進めてい
く。

・川岡の子ども達は真面
目で，「ルールは守るも
の」という意識が持てて
いるところが素晴らしいと
思う。それは，全員が黄
帽をきちんとかぶってい
ることや自分から声を出
してあいさつができること
からもわかる。
・思いやりのある優しい
子が育っていると思う。

・子ども達に責任をもたせる
ということが重要だが，その
点において，登校班のリー
ダーやたてわり班のリー
ダーになることは意味があ
る。自分の思いを自分で伝
える場になっていると思うの
で，今後も期待している。

1

確
か
な
学
力

・「学力の定着について」
は，保護者の実現度が少し
アップしている。ジョイントプ
ログラムの結果も５，６年は
総合で全市を上回っていた
ことから，基礎基本の学力
が定着している児童が多い
と考えられる。プレジョイント
の３，４年は上回っている部
分もあるが同じか少し下
回っている部分がある。基
礎基本の定着がまだ弱い児
童がいる。よってそのあたり
の底上げが課題である。

・学習規律について，徹底できな
かった部分は，今年度中に改善
に着手する。 ・学習環境（準備や
教室の掲示物の量など）を整え，
集中できる４５分にする。また，４
５分を意識して練った授業を行
う。 ・家庭学習では，家の人に見
てもらえる宿題を設けたところ，保
護者からも良い反応が返ってきた
ため，継続していく。 ・図書室に
行く時間を確保するように，学年
会で意識して計画に入れる。 ・参
加者を増やし，さらに本に親しむ
ことを目指して，担任は「読書ま
つり」の取組の意義をふまえ，児
童の意欲や興味を高める声かけ
を意識して増やす。

・基礎基本の学力として
これから先，読解力がと
ても求められると思う。
・放課後まなびで宿題が
終わったら読書をしてい
る子がほとんどであるの
で，読書好きに育ってい
ると思う。
・玄関にある先生による
「おすすめの本の紹介
カード」がとても良い。
・読書週間・読書まつり・
選書会などの取組もとて
も良いので続けてほし
い。選書会には運営協
議会のメンバーもぜひ参
加したい。

・読解力をさらに向上させる
ために，グループでのディス
カッションに取り組むなど，
話し合い活動を充実させて
いくことが大事だ。 ・現代の
社会を考えてみると，子ども
達にとって学校という場所
は一番デジタル化されてい
ない環境だと思われる。家
庭では，情報が過多で，読
書よりもそちらに気をひか
れるというのが現状だろう。
その意味でも学校は特別な
大切な場所である。 ・学校
が取り組んでいる「朝読書」
は今後も継続させてほし
い。

平成２６年度　学校評価実施報告書
後期評価 京都市立川岡小学校
　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価



家庭にわかりや
すく伝える

懇談会・学校だより・ホー
ムページによる発信

学校が教育方針や取
組について家庭にわか
りやすく伝えること

保護者の「重要度」は９
９％，「実現度」は９１％
〈－３）

学校だよりやホーム
ページでの広報

積極的なホーム
ページの更新

学校だよりやホームペー
ジで学校の様子やお知ら
せ等をわかりやすく伝える
こと

「学校が教育方針や取組につ
いて伝えること」についても，
重要度が高く９８％，実現度は
９０％

⇒ ⇒
行事を通して達
成感を感じる

行事のねらいの明確化 子どもが様々な学校行事
を楽しみにし，その取り組
みを通して達成感を感じる
こと

「できている」は保護者
が９６％〈＋２）

・重要度と実現度にひらきがあ
ることを受け止め，実現度が
アップすることが課題。
・「行事を通しての達成感」につ
いては，少しアップしているの
で，行事を通しての子ども達の
成長が十分にみられたことがう
かがえる。

・分かりやすい・読みやすい学年だよ
り,学級だより,学校だよりを発行してい
く。
・担任がとらえた子ども達の自然な
姿，また感動的な姿を発信できれば，
理想的である。
学校行事を通して子ども達に育てた
い力とその成果を明確にしていく。

・学校だよりは学校の様
子が分かる大切なものな
のでいつもしっかり読ま
せてもらっている。
・学習発表会は，教科の
学習以外で力を発揮で
きる良い機会であると思
う。

・今後も学校だよりの発行に期待してい
る。
・学習発表会を見るたびに，いつも子ども
達の可能性を感じることができるので楽し
みにしている。
・地域の力を授業で活かしてほしい。その
ためにゲストティーチャーを紹介したりして
コーディネイトするのもこの学校運営協議
会の役割だと思う。

　総括・次年度の課題

・本校の学習スタイル・学習規律について，徹底できなかった部分を確認・実行していきいたい。
・家庭と連携を密にして進めてきた家庭学習を今後も進め，さらなる家庭学習の定着と基礎基本の学力の定着を図りたい。
・心の教育を推進することについては，「なぜそうするのか，そうするべきなのか」を発達段階に応じて理解できるようにしていきたい。
・体力のある子どもがそだちつつあるので，昨年同様，教科体育・体育的行事・部活動を活用していきたい。
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独
自
の
取
組


